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要旨 
日本では、出産の高年齢化に伴い不妊治療の利用率が高くなっているが、高効率で高品

質の卵子を得ることは難しい。この問題点の解決には、生体内卵巣で各成熟段階にある卵
胞を構成する卵母細胞と顆粒層細胞がどのような品質制御を受けているのか、その分子基
盤を解明する必要がある。これを実現するため、我々は固定染色した組織切片から Laser 
Capture Microdissection（LCM）を用いて単離した一細胞からスプライシングを含めた
高精度な遺伝子発現プロファイルを取得する手法を開発し、組織学的情報と紐づいた単一
細胞レベルの遺伝子発現解析をマウス卵巣において行った。本セミナーでは、標的領域に
含まれる細胞の形態や配置情報と紐づいた詳細なシングルセルトランスクリプトーム解析
の重要性と共に、新規開発した手法による解析結果から示唆される卵母細胞の成熟制御に
関わる分子基盤の一端についてお話ししたい。 
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